
 

別紙1  第１３回公徳杯少年少女柔道大会実施要領              

1 事前準備 

 ⑴ 選手氏名表の提出 

   各チームは、掲示板に貼付する選手全員の氏名表（白紙厚紙、たて２０cm、よこ１３cm）を

作成し、大会当日の受付時に提出してください。(図1参照) 

  ⑵ オーダー表の提出 

   オーダー表は、大会当日の受付時に配布しますので、先鋒から低学年順に記載し、各試合の

1試合前までに各試合場係員に提出してください。なお、第 1試合については基本錬成の前ま

でに提出してください。(図 2参照) 

  ⑶ 各チーム毎に「紅白帯」を準備してください。 

2  集合時間 

 ⑴ 審判員    

   午前 9時 00分までに「振武館」に集合し、審判長の指示を受けてください。 

 ⑵ 大会係員 

   午前 8時 30分までに｢振武館｣に集合し、公徳会係員の指示を受けてください。 

 ⑶ 選手 

   午前 9時 00分までに受付を済ませ、午前 9時20分になったら、各チーム毎に身長が低い順

に前から整列してください。 

3  服装 

⑴  審判員    

   審判員は、定められた審判員の服装とします。 

 ⑵ 大会係員 

   通常の服装とします。 

4  着替え 

  着替えは道場内の男女更衣室で行ってください。  

5   基本錬成 

  基本錬成は、審判長の指揮により 30分間行います。 

6   試合要領 

 ⑴ 試合方法  

   試合は、団体戦のみとし、リーグ戦又はリンク戦の予選を行い、リーグ戦は各組１位のチー

ムが、リンク戦は各組上位２チームが決勝トーナメントに出場する。 

 ⑵ 試合時間 

   試合時間は、全試合 2分間とする。(ロスタイムあり) 

 ⑶ 勝負判定 

   試合は、「一本勝ち」は 10 点、「技あり」は７点、時間内に勝負が決しない場合は、引き分

けとする。反則においては「指導３回」で１本負けとし１０点となりますが、反則は本大会申

し合わせ事項とします。抑え込みは１０秒以上で「技あり」、２０秒で「一本勝ち」とする。 

 ⑷ 予選におけるチームの勝敗 

   チームの勝敗は、勝者数の多い方、勝者数同数の場合は、総得点の多い方を勝ちとし、勝者

数及び総得点が同数の場合は引き分けとする。 

 ⑸ 予選におけるチームの順位 

  ア チームの順位は、勝ち数の多いチームを上位とする。 

  イ 勝ち数が同数の場合は、負け数の少ないチームを上位とする。 

  ウ 上記で決しない場合は、総得点の多いチームを上位とし、さらに決しない場合は代表戦を

行う。代表戦は、登録選手の中から選出して、２分間のゴールデン方式により僅差判定を行

い必ず勝敗を決する。  

 ⑹ 決勝トーナメント戦におけるチームの勝敗 

  ア 勝者数の多い方を勝ちとする。  

  イ 勝者数が同数の場合は、総得点の多いチームを勝ちとする。 

  ウ 勝者数及び総得点が同数のときは、代表戦を行う。代表戦は、当該試合の選手の中から選



出して、必ず勝敗を決定する。 

 

7  表彰 

  男女とも、優勝、準優勝、第 3位(2チーム)を表彰します。 

8   監督、選手、関係者等の遵守事項 

 ⑴ 大会の円滑な運営にご協力をお願いします。 

 ⑵ 選手を掌握し、統制の取れた行動に努めてください。 

 ⑶ 選手の健康状態を把握するとともに、念入りな準備運動、整理運動を実施させ、事故防止を

図ってください。 

 ⑷ 会場及び観覧席等の整理整頓に勤め、空弁当箱、空き缶等のゴミは必ず持ち帰ってください。 

 ⑸ 駐車場は、熊日会館周辺の有料駐車場を利用することになりますが、台数に制限があります

ので、できる限り乗り合わせてお出でください。 

 

図 1 選手氏名表（各チームで準備） 
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図 2 オーダー表（大会事務局で準備） 
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